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１ 計画策定の意義 

私たちは、これまで大量生産、大量消費、大量廃棄によって社会経済を成り立たせてきた。しかし

今後も快適でうるおいのある生活環境を創造していくためには、これらの社会経済・ライフスタイルを

見直し、資源循環型社会を形成していく必要がある。そのためには、社会を構成する主体がそれぞ

れの立場で役割を認識し、履行していくことが重要である。 

このような状況の中、北設広域事務組合（以下「当組合」という）では廃棄物処理施設の老朽化に

より令和３年度から施設内焼却処理を休止し、管外に搬出および焼却処理を委託している。 

また、東三河地域では、各自治体で高度経済成長期に建てられたごみ焼却施設が、比較的同時

期に耐用年数を超過し、更新時期を迎えることから、効率よくごみ焼却能力の有効化、公共投資の

低廉化を図るため、「東三河ごみ焼却施設広域化計画」が策定されている。 

当地域が直面している厳しい状況の中、本計画は容器包装に係る分別収集及び再商品化の促

進等に関する法律（以下「法」という）第８条に基づき、一般廃棄物の大宗を占める容器包装廃棄物

を分別収集し、地域における容器包装廃棄物の３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を推進し、最

終処分量の削減を図る目的で、住民・事業者・行政が一体となり取り組むべき方針を示したものであ

る。 

併せて、プラスチック資源循環法にも基づき、製品プラスチックの分別収集及びリサイクルを容器

包装廃棄物と一体的に推進する。 

本計画の推進により、容器包装廃棄物の３Ｒを推進することによって、廃棄物の減量、処分場の延

命化、温室効果ガスの削減、資源の有効利用が図られ、循環型社会の形成が図られるものである。 

 

２ 基本的方向 

本計画を実施するにあたり、基本的方向を以下のとおり示す。 

当組合を構成する設楽町・東栄町・豊根村・長野県根羽村（以下、「組合町村」という。）が協力し、

ごみの減量に努め、容器包装廃棄物の適正な処理及び、資源の有効活用を図るために、法を遵守

することが大切である。 

容器包装廃棄物の排出を抑制（リデュース）すると共に、積極的に分別収集と再資源化（リサイク

ル）を推進し、極力再利用（リユース）に努める。 

また、そもそものごみ発生を回避する考え方（リフューズ）も啓発することで、ごみ全体の発生量を

抑制する。 

 

３ 計画期間 

本計画の計画期間は令和８年４月を始期とする５年間とし、令和１０年度に見直す。 

 

４ 対象品目 

本計画は、容器包装廃棄物のうちスチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器（無色、茶色、そ

の他）、飲料用紙容器、段ボール、紙製容器包装、ペットボトル、白色トレイとする。また、プラスチッ

ク資源循環法に基づき製品プラスチックを分別収集の対象とする。※ 

なお、組合町村において独自に実施されている対象品目については、従来どおり推進することと

する。 

 ※製品プラスチック分別収集物にペットボトル、白色トレイ以外のプラスチックも含まれる。 
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５ 各年度における容器包装廃棄物及び製品プラスチックの排出量の見込み 
（法第８条第２項第１号） 

 

容器包装廃棄物                                           （単位 トン） 

年  度 R８年度 R９年度 R１０年度 R１１年度 R１２年度 

設 楽 町 356.6 350.2 343.9 337.3 331.9 

東 栄 町 206.7 203.3 199.9 196.5 193.1 

豊 根 村 80.2 79.1 78.0 76.9 75.9 

根 羽 村 64.7 64.0 63.4 62.7 62.0 

組 合 合 計 708.2 696.7 685.2 673.4 662.9 

（ 根 羽 村 を 除 く ） （643.5） （632.6） （621.8） （610.7） （600.9） 

 

製品プラスチック                                           （単位 トン） 

年  度 R８年度 R９年度 R１０年度 R１１年度 R１２年度 

設 楽 町 8.4 8.3 8.1 8.0 7.8 

東 栄 町 5.6 5.5 5.4 5.3 5.2 

豊 根 村 2.0 2.0 1.9 1.9 1.9 

根 羽 村 1.8 1.8 1.8 1.7 1.7 

組 合 合 計 17.8 17.5 17.2 16.9 16.7 

（ 根 羽 村 を 除 く ） （16.0） （15.7） （15.5） （15.2） （14.9） 

 

６ 容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項 

(法第８条第２項第２号) 

 

容器包装廃棄物の排出を抑制するため、以下の方策を実施する。 

実施にあたっては、組合町村の住民・事業者・行政が、それぞれの立場から役割を分担し、相互

に協力・連携を図ることとする。組合町村では、ごみ減量の推進やリサイクルを促進するために、各

種の方策を実施することとする。当組合では、効率的な運営を図るため、組合町村と共に処理機能

が充分果たせるような施設の更新・処理需要に対応した施設の整備改善を図る。また、住民・事業者

向けに、ごみ減量促進やリサイクル促進の啓発活動を実施していく。 
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７ 分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に

係る分別の区分 （法第８条第２項第３号） 

 
当組合で分別収集するために必要な機材や職員などの確保、選別するための処理施設の整備

状況を勘案して、定められた収集に係る分別の区分を下表に示す。 

 

（１） 分別収集する容器包装廃棄物の種類と分別区分 

容器包装廃棄物の種類 分別収集をする容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別区分 

主として金属製の容器 
主としてスチール製の容器 

缶 
主としてアルミ製の容器 

主としてガラス製の容器 

無色のガラス製容器 無色透明・白色びん 

茶色のガラス製容器 茶色びん 

緑色のガラス製容器 緑色びん 

その他の色のガラス製容器 その他の色のびん 

主として紙製の容器 

飲料を充てんするためのもの（原材料として

アルミニウムが利用されているものを除く） 
牛乳パック＊ 

主として段ボール製の容器 段ボール＊ 

主としてプラスチック製の

容器 

主としてポリエチレンテレフタレート製の容

器であって飲料・しょうゆ等を充てんするた

めのもの 

ペットボトル 

主としてプラスチック製の

容器 

プラスチック資源循環法に

基づき分別収集するもの 

白色の発泡スチロール製食品トレイ 白色トレイ 

上記以外のプラスチック製容器包装 プラスチック資源 

製品プラスチック プラスチック資源 

注）収集に係る分別区分のうち、＊印のついた「牛乳パック」「段ボール」は、町村の集団回収、 

もしくは、ごみ処理施設「中田クリーンセンター」へ直接搬入する。 
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８ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量、容器包装リ

サイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量及び製品プラスチックの量の

見込み （法第８条第２項第４号） 
 

（１）当組合全体の量 

年  度 R８年度 R９年度 R１０年度 R１１年度 R１２年度 

主としてスチール製の容器 11.1ｔ 10.9ｔ 10.7ｔ 10.6ｔ 10.4ｔ 

主としてアルミ製の容器 12.4ｔ 12.2ｔ 12.0ｔ 11.8ｔ 11.6ｔ 

無色のガラス製容器 

21.8ｔ 21.5ｔ 21.2ｔ 20.8ｔ 20.5ｔ 

（21.8ｔ） （21.5ｔ） （21.2ｔ） （20.8ｔ） （20.5ｔ） 

茶色のガラス製容器 

22.1ｔ 21.7ｔ 21.4ｔ 21.0ｔ 20.7ｔ 

（22.1ｔ） （21.7ｔ） （21.4ｔ） （21.0ｔ） （20.7ｔ） 

その他の色のガラス製容器 

（緑色のガラス製容器を含む） 

9.3ｔ 9.1ｔ 9.0ｔ 8.8ｔ 8.7ｔ 

（9.3ｔ） （9.1ｔ） （9.0ｔ） （8.8ｔ） （8.7ｔ） 

主として紙製の容器であって飲料を充

てんするためのもの（原材料としてアル

ミニウムが利用されているものを除く） 

15.6ｔ 15.3ｔ 15.1ｔ 14.8ｔ 14.6ｔ 

（15.6ｔ） （15.3ｔ） （15.1ｔ） （14.8ｔ） （14.6ｔ） 

主として段ボール製の容器 57.4ｔ 56.5ｔ 55.5ｔ 54.5ｔ 53.7ｔ 

主として紙製の容器包装であって上記

以外のもの 

0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 

（0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） 

主としてポリエチレンテレフタレート製

の容器であって、飲料・しょうゆ等を充

てんするためのもの 

25.5ｔ 25.1ｔ 24.7ｔ 24.2ｔ 23.9ｔ 

（25.5ｔ） （25.1ｔ） （24.7ｔ） （24.2ｔ） （23.9ｔ） 

主としてプラスチック製容器包装であっ

て上記以外のもの 

259.9ｔ 255.7ｔ 251.5ｔ 247.2ｔ 243.3ｔ 

（259.9ｔ） （255.7） （251.5ｔ） （247.2ｔ） （243.3ｔ） 

 うち白色トレイ 

0.5ｔ 0.5ｔ 0.5ｔ 0.5ｔ 0.5ｔ 

（0.5ｔ） （0.5ｔ） （0.5ｔ） （0.5ｔ） （0.5） 

製品プラスチック(プラスチック資源循

環法に基づく分別対象物) 

17.8ｔ 17.5ｔ 17.2ｔ 16.9ｔ 16.7ｔ 

（17.8ｔ） （17.5ｔ） （17.2ｔ） （16.9ｔ） （16.7ｔ） 

注）（ ）内の量は、指定法人による取引ではなく、市町村が独自に処理をおこなう予定量を示す。 
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（２）組合町村ごとの量 

【設楽町】 

年  度 R８年度 R９年度 R１０年度 R１１年度 R１２年度 

主としてスチール製の容器 5.5ｔ 5.4ｔ 5.3ｔ 5.2ｔ 5.1ｔ 

主としてアルミ製の容器 6.2ｔ 6.1ｔ 6.0ｔ 5.8ｔ 5.7ｔ 

無色のガラス製容器 

9.5ｔ 9.4ｔ 9.2ｔ 9.0ｔ 8.9ｔ 

（9.5ｔ） （9.4ｔ） （9.2ｔ） （9.0ｔ） （8.9ｔ） 

茶色のガラス製容器 

10.1ｔ 9.9ｔ 9.7ｔ 9.5ｔ 9.4ｔ 

（10.1ｔ） （9.9ｔ） （9.7ｔ） （9.5） （9.4ｔ） 

その他の色のガラス製容器 

（緑色のガラス製容器を含む） 

3.3ｔ 3.3ｔ 3.2ｔ 3.1ｔ 3.1ｔ 

（3.3ｔ） （3.3ｔ） （3.2ｔ） （3.1ｔ） （3.1ｔ） 

主として紙製の容器であって飲料を充

てんするためのもの（原材料としてアル

ミニウムが利用されているものを除く） 

7.8ｔ 7.7ｔ 7.6ｔ 7.4ｔ 7.3ｔ 

（7.8ｔ） （7.7ｔ） （7.6ｔ） （7.4ｔ） （7.3ｔ） 

主として段ボール製の容器 41.1ｔ 40.3ｔ 39.6ｔ 38.8ｔ 38.2ｔ 

主として紙製の容器包装であって上記

以外のもの 

0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 

（0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） 

主としてポリエチレンテレフタレート製

の容器であって、飲料・しょうゆ等を充

てんするためのもの 

12.4ｔ 12.2ｔ 12.0ｔ 11.8ｔ 11.6ｔ 

（12.4ｔ） （12.2ｔ） （12.0ｔ） （11.8ｔ） （11.60ｔ） 

主としてプラスチック製容器包装であっ

て上記以外のもの 

130.8ｔ 128.5ｔ 126.2 123.8ｔ 121.8ｔ 

（130.8ｔ） （128.5ｔ） （126.2ｔ） （123.8ｔ） （121.8ｔ） 

 うち白色トレイ 

0.2ｔ 0.2ｔ 0.2ｔ 0.2ｔ 0.2ｔ 

（0.2ｔ） （0.2ｔ） （0.2ｔ） （0.2ｔ） （0.2ｔ） 

製品プラスチック（プラスチック資源循

環法に基づく分別対象物） 

8.4ｔ 8.3ｔ 8.1ｔ 8.0ｔ 7.8ｔ 

（8.4ｔ） （8.3ｔ） （8.1ｔ） （8.0ｔ） （7.8ｔ） 

注）（ ）内の量は、指定法人による取引ではなく、市町村が独自に処理をおこなう予定量を示す。 
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【東栄町】 

年  度 R８年度 R９年度 R１０年度 R１１年度 R１２年度 

主としてスチール製の容器 3.2ｔ 3.2ｔ 3.1ｔ 3.1ｔ 3.0ｔ 

主としてアルミ製の容器 3.6ｔ 3.5ｔ 3.5ｔ 3.4ｔ 3.4ｔ 

無色のガラス製容器 
6.8ｔ 6.7ｔ 6.6ｔ 6.5ｔ 6.4ｔ 

（6.8ｔ） （6.7ｔ） （6.6ｔ） （6.5ｔ） （6.4ｔ） 

茶色のガラス製容器 
6.4ｔ 6.3ｔ 6.2ｔ 6.1 6.0ｔ 

（6.4ｔ） （6.3ｔ） （6.2ｔ） （6.1ｔ） （6.0ｔ） 

その他の色のガラス製容器 

（緑色のガラス製容器を含む） 

2.9t 2.9ｔ 2.8ｔ 2.8ｔ 2.7ｔ 

（2.9ｔ） （2.9ｔ） （2.8ｔ） （2.8ｔ） （2.7ｔ） 

主として紙製の容器であって飲料を充

てんするためのもの（原材料としてアル

ミニウムが利用されているものを除く） 

4.5ｔ 4.5ｔ 4.4ｔ 4.3ｔ 4.2ｔ 

（4.5ｔ） （4.5ｔ） （4.4ｔ） （4.3ｔ） （4.2ｔ） 

主として段ボール製の容器 3.8ｔ 3.8ｔ 3.7ｔ 3.6ｔ 3.6ｔ 

主として紙製の容器包装であって上記

以外のもの 

0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 

（0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） 

主としてポリエチレンテレフタレート製

の容器であって、飲料・しょうゆ等を充

てんするためのもの 

7.8ｔ 7.7ｔ 7.5ｔ 7.4ｔ 7.3ｔ 

（7.8t） （7.7ｔ） （7.5ｔ） （7.4ｔ） （7.3ｔ） 

主としてプラスチック製容器包装であっ

て上記以外のもの 

75.8ｔ 74.6ｔ 73.3ｔ 72.1ｔ 70.8ｔ 

（75.8ｔ） （74.6ｔ） （73.3ｔ） （72.1ｔ） （70.8ｔ） 

 うち白色トレイ 
0.1ｔ 0.1ｔ 0.1ｔ 0.1ｔ 0.1ｔ 

（0.1ｔ） （0.1ｔ） （0.1ｔ） （0.1ｔ） （0.1ｔ） 

製品プラスチック（プラスチック資源循

環法に基づく分別対象物） 

5.6ｔ 5.5ｔ 5.4ｔ 5.3ｔ 5.2ｔ 

（5.6ｔ） （5.5ｔ） （5.4ｔ） （5.3ｔ） （5.2ｔ） 

注）（ ）内の量は、指定法人による取引ではなく、市町村が独自に処理をおこなう予定量を示す。 
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【豊根村】 

年  度 R８年度 R９年度 R１０年度 R１１年度 R１２年度 

主としてスチール製の容器 1.3ｔ 1.3ｔ 1.3ｔ 1.3ｔ 1.2ｔ 

主としてアルミ製の容器 1.5ｔ 1.5ｔ 1.4ｔ 1.4ｔ 1.4ｔ 

無色のガラス製容器 
2.9ｔ 2.9ｔ 2.8ｔ 2.8ｔ 2.8ｔ 

（2.9ｔ） （2.9ｔ） （2.8ｔ） （2.8ｔ） （2.8ｔ） 

茶色のガラス製容器 
2.9ｔ 2.9ｔ 2.8ｔ 2.8ｔ 2.7ｔ 

（2.9ｔ） （2.9ｔ） （2.8ｔ） （2.8ｔ） （2.7ｔ） 

その他の色のガラス製容器 

（緑色のガラス製容器を含む） 

1.3ｔ 1.3ｔ 1.3ｔ 1.2ｔ 1.2ｔ 

（1.3ｔ） （1.3ｔ） （1.3ｔ） （1.2ｔ） （1.2ｔ） 

主として紙製の容器であって飲料を充

てんするためのもの（原材料としてアル

ミニウムが利用されているものを除く） 

1.8ｔ 1.7ｔ 1.7ｔ 1.7ｔ 1.7ｔ 

（1.7ｔ） （1.7ｔ） （1.7ｔ） （1.7ｔ） （1.7ｔ） 

主として段ボール製の容器 12.2ｔ 12.0ｔ 11.9ｔ 11.7ｔ 11.6ｔ 

主として紙製の容器包装であって上記

以外のもの 

0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 

（0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） 

主としてポリエチレンテレフタレート製

の容器であって、飲料・しょうゆ等を充

てんするためのもの 

3.2ｔ 3.1ｔ 3.1ｔ 3.1ｔ 3.0ｔ 

（3.2ｔ） （3.1ｔ） （3.1ｔ） （3.1ｔ） （3.0ｔ） 

主としてプラスチック製容器包装であっ

て上記以外のもの 

29.5ｔ 29.1ｔ 28.7ｔ 28.3ｔ 27.9ｔ 

（29.5ｔ） （29.1ｔ） （28.7ｔ） （28.3ｔ） （27.9ｔ） 

 うち白色トレイ 
0.1ｔ 0.1ｔ 0.1ｔ 0.1ｔ 0.1ｔ 

（0.1） （0.1ｔ） （0.1ｔ） （0.1ｔ） （0.1ｔ） 

製品プラスチック（プラスチック資源循

環法に基づく分別対象物） 

2.0ｔ 2.0ｔ 1.9ｔ 1.9ｔ 1.9ｔ 

（2.0ｔ） （2.0ｔ） （1.9ｔ） （1.9ｔ） （1.9ｔ） 

注）（ ）内の量は、指定法人による取引ではなく、市町村が独自に処理をおこなう予定量を示す。 
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【根羽村】 

年  度 R８年度 R９年度 R１０年度 R１１年度 R１２年度 

主としてスチール製の容器 1.0ｔ 1.0ｔ 1.0ｔ 1.0ｔ 1.0ｔ 

主としてアルミ製の容器 1.2ｔ 1.2ｔ 1.1ｔ 1.1ｔ 1.1ｔ 

無色のガラス製容器 
2.6ｔ 2.5ｔ 2.5ｔ 2.5ｔ 2.5ｔ 

（2.6ｔ） （2.5ｔ） （2.5ｔ） (2.5ｔ） （2.5ｔ） 

茶色のガラス製容器 
2.7ｔ 2.7ｔ 2.6ｔ 2.6ｔ 2.6ｔ 

（2.7ｔ） （2.7ｔ） （2.6ｔ） （2.6ｔ） （2.6ｔ） 

その他の色のガラス製容器 

（緑色のガラス製容器を含む） 

1.7ｔ 1.7ｔ 1.7ｔ 1.7ｔ 1.6ｔ 

（1.7ｔ） （1.7ｔ） （1.7ｔ） （1.7ｔ） （1.6ｔ） 

主として紙製の容器であって飲料を充

てんするためのもの（原材料としてアル

ミニウムが利用されているものを除く） 

1.4ｔ 1.4ｔ 1.4ｔ 1.4ｔ 1.4ｔ 

（1.4ｔ） （1.4ｔ） （1.4ｔ） （1.4ｔ） （1.4ｔ） 

主として段ボール製の容器 0.3ｔ 0.3ｔ 0.3ｔ 0.3ｔ 0.3ｔ 

主として紙製の容器包装であって上記

以外のもの 

0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 0.0ｔ 

（0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） （0.0ｔ） 

主としてポリエチレンテレフタレート製

の容器であって、飲料・しょうゆ等を充

てんするためのもの 

2.1ｔ 2.1ｔ 2.0ｔ 2.0ｔ 2.0ｔ 

（2.1ｔ） （2.1ｔ） （2.0） （2.0ｔ） （2.0ｔ） 

主としてプラスチック製容器包装であっ

て上記以外のもの 

23.8ｔ 23.6ｔ 23.3ｔ 23.1ｔ 22.8ｔ 

（23.8ｔ） （23.6ｔ） （23.3ｔ） （23.1ｔ） （22.8ｔ） 

 うち白色トレイ 
0.1ｔ 0.1ｔ 0.1ｔ 0.1ｔ 0.1ｔ 

（0.1ｔ） （0.1ｔ） （0.1ｔ） （0.1ｔ） （0.1ｔ） 

製品プラスチック（プラスチック資源循

環法に基づく分別対象物） 

1.8ｔ 1.8ｔ 1.8ｔ 1.7ｔ 1.7ｔ 

（1.8ｔ） （1.8ｔ） （1.8ｔ） （1.7ｔ） （1.7t） 

注）（ ）内の量は、指定法人による取引ではなく、市町村が独自に処理をおこなう予定量を示す。 
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９ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量、容器包装リ

サイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量及び製品プラスチックの量の

見込みの算定方法 

 

特定分別基準適合物ごとの量及び法第２条６項に規定する主務省令で定める物の量の見込みは、

下記の式を用いて算定する。 

＝直近年度（令和６年度）の分別基準適合物等の収集実績×人口変動率 

また、人口変動率は、当組合の一般廃棄物処理基本計画（令和４年３月策定）の「推計（各町村が

策定する人口ビジョン等から推計）」を用い次のとおり設定した。 

年  度 R８年度 R９年度 R１０年度 R１１年度 R１２年度 

設 楽 町 
4,204 人 4,129 人 4,054 人 3,977 人 3,913 人 

（98.2％） （98.2％） （98.2％） （98.1％） （98.4％） 

東 栄 町 
2,795 人 2,749 人 2,703 人 2,657 人 2,611 人 

（98.4％） （98.4％） （98.3％） （98.3％） （98.3％） 

豊 根 村 
1,001 人 987 人 973 人 959 人 947 人 

（98.6％） （98.6％） （98.6％） （98.6％） （98.7％） 

根 羽 村 
893 人 884 人 875 人 866 人 856 人 

（99.0％） （99.0％） （99.0％） （99.0％） （98.8％） 

組 合 合 計 
8,893 人 8,749 人 8,605 人 8,459 人 8,327 人 

（98.4％） （98.4％） （98.4％） （98.3％） （98.4％） 

根羽村を除く

合計 

8,000 人 7,865 人 7,730 人 7,593 人 7,471 人 

（98.3％） （98.3％） （98.3％） （98.26％） （98.4％） 

注）（ ）の値は対前年度比（＝人口変動率）を示す。 
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１０ 分別収集を実施する者に関する基本的な事項 （法第８条第２項第５項） 

 
分別収集は現在の収集体制で行い、収集・運搬業務・搬入物の中間処理は当組合で行う。 

分別収集は、次のとおり行うものとする。 

容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分 収集・運搬 選別・保管等 

スチール製容器 
缶 

委託業者による定期

回収 
組合 

アルミ製容器 

無色のガラス製容器 

びん 

（色別区分） 

委託業者による定期

回収 
組合 

茶色のガラス製容器 

その他の色のガラス製容

器（緑色のガラス製容器を

含む） 

飲料用紙製容器 牛乳パック 住民団体による集団

回収 

組合 

民間業者 段ボール 段ボール 

ペットボトル ペットボトル 委託業者による定期

回収 
組合 

その他のプラスチック製容

器包装 

白色トレイ 

プラスチック資源 
委託業者による定期

回収 
組合 

製品プラスチック プラスチック資源 
委託業者による定期

回収 
組合 

現在組合町村の各自治会や団体等による集団回収が進んでいる紙類（紙パック）・段ボール・空き

缶類（アルミニウム）等については、引き続きこれらの団体が分別収集を継続できるよう指導、協力を

する。 
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１１ 分別収集の用に供する施設の整備に関する事項 （法第８条第２項第６号） 
 

分別収集した容器包装廃棄物は、当組合のごみ処理施設である「中田クリーンセンター」内の各処

理・保管施設で保管し、中間処理業者または、最終処分業者に処理委託する。 

当組合における処理の段階毎の分別収集の用に供する施設の種類は次のとおりである。 

処理の段階 区 分 仕 様 

排   出 
集積場所 組合町村の専用集積場所 

直接搬入 中田クリーンセンター 

収集・運搬 収集車両 共通車両利用 

選別・保管 

（中田クリーン

センター） 

缶圧縮処理棟 スチール缶・アルミ缶の選別・圧縮 

＊保管は中田クリーンセンター場内の１区画 

不燃物処理施設 ガラス製容器の選別、段ボールの保管 

＊ガラス製容器の保管は中田クリーンセンター場内の１区画 

ペットボトル圧縮棟 ペットボトル・白色トレイの圧縮・梱包・保管 

灰固形化棟 上記以外のプラスチック資源の保管 

また、当組合の分別収集の用に供する施設整備計画は次のとおりである。 

分別収集する容器包装

廃棄物の種類 

収集に係る

分別の区分 
収集容器 収集車 中間処理 

スチール製容器 
缶 

袋 平ボディー車 

中田クリーンセンター缶

圧縮処理棟で圧縮 アルミ製容器 

無色のガラス製容器 

びん 

（色別区分） 

中田クリーンセンター不

燃物処理施設で選別 

茶色のガラス製容器 

その他の色のガラス製

容器（緑色のガラス製容

器を含む） 

飲料用紙製容器 牛乳パック コンテナ 
収集無し 

中田クリーンセンター不

燃物処理施設で保管 段ボール 段ボール 無し 

ペットボトル ペットボトル 

袋 
パッカー車 

平ボディー車 

中田クリーンセンターペ

ットボトル圧縮棟で圧

縮・梱包・保管 その他のプラスチック製

容器包装 

白色トレイ 

プラスチック

資源 中田クリーンセンター灰

固形化棟で保管 
製品プラスチック 

プラスチック

資源 
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１２ その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項 
 

分別収集に関する組合の取り組み 

・住民や事業者に対し、分別収集の意識を向上させ、ごみの減量の推進やリサイクルを促進する

ため、積極的に啓発活動を行う。 

・住民や事業者の意見や要望を反映させ、容器包装廃棄物の分別収集を円滑、且つ効果的に進

めていくため、組合町村の住民・事業者・行政が協力して分別収集推進体制を整備するよう指導・

助言をする。 

・各自治会、団体等による集団回収を促進するよう指導する。 

・組合町村広報誌やホームページ、スマートフォン用アプリにより住民に対して分別ルール及び適

正排出の周知を強化する。 

 


